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　長年にわたり育まれてきた地域の共助（助け合い）の精神を継承・発展させ、

当地区の生活環境をより良くすることを目的として活動しています。

～高齢者等の生活を守るため

除草作業・庭木の伐採や剪定などの請負をします～

活動紹介

ボランティアグループ「山田四区　絆の会」
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会

長

あ

い

さ

つ

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動

に
対
し
ま
し
て
、
格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
や
社
会

経
済
活
動
は
大
き
く
停
滞
せ
ざ
る
を
得
ず
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

は
も
と
よ
り
各
種
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
規
模
縮
小
や
延
期
、
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
先
行
き
不
透
明
な
部
分
は
あ
る
も
の
の
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

な
ど
が
進
み
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
社
会
経
済
活
動
の
再
開

の
動
き
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
は
じ
め
、
近
年
は
、
超
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
な

ど
の
進
展
に
よ
り
、
家
族
や
地
域
で
支
え
合
う
力
の
弱
体
化
や
住
民

相
互
の
繋
が
り
が
希
薄
化
す
る
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
社
会
的
孤
立
、
生

活
困
窮
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
地
域
住
民
が
抱
え
る
課
題
も
複
雑
化
・

多
様
化
し
て
お
り
、
そ
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
既

存
の
分
野
を
超
え
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、「
行
方
市
第
３
期
地
域
福
祉

計
画
・
行
方
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
で
は
、
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
し
て
い
く
た

め
、
行
政
・
地
域
住
民
・
福
祉
関
係
事
業
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

に
よ
る
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に
重
点
を
置
く
と
と
も
に
地
域
福
祉

を
担
う
人
材
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
高
齢
者
、
子
ど
も
、
障
が
い
者
と
い
っ
た
各
対

象
者
ご
と
の
支
援
体
制
の
整
備
・
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
が
、
今
後
は
、
制
度
の
枠
組
み
に
捉
わ
れ
ず
、
社
会
や
地
域
の
状

況
を
踏
ま
え
、
地
域
に
生
き
る
一
人
一
人
が
尊
重
さ
れ
、
多
様
な
経

路
で
社
会
と
つ
な
が
り
、
参
画
す
る
こ
と
で
、
そ
の
生
き
る
力
や
可

能
性
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
ど
も
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
福
祉
を
推
進
す

る
中
核
的
な
福
祉
団
体
と
し
て
、
皆
さ
ま
に
寄
り
添
い
、
そ
の
役
割

を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
行
方
市
や
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
、地
域
が
元
気
に
な
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
行
方
市
社
会
福
祉
協
議
会

会 

長
　
鈴 

木
　
周 

也



社協だより

3

　誰もが安心して暮らすことのできる地域づくりの実現に向けて住民の皆様や、
行政、関係機関と連携して地域福祉の推進に取り組んで参ります。

令和４年度行方市社会福祉協議会事業計画

地
域
福
祉
事
業

　

○
地
域
福
祉
事
業
の
推
進

　
　

・
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　

・
介
護
予
防
事
業

　
　
　

⑴
元
気
で
～
さ
～
び
す
館

　
　
　

⑵
地
域
介
護
予
防
事
業
へ
の
支
援

　
　

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
積
極
的
支
援

　
　
　

⑴
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　
　
　

⑵
サ
ロ
ン
活
動
立
ち
上
げ
支
援

　
　
　

⑶
備
品
貸
出
事
業

　

○
障
害
者
（
児
）
福
祉
事
業

　
　

・
ビ
ッ
ク
リ
・
発
見
・
夏
キ
ャ
ン
プ

　
　

・
の
び
の
び
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
　

・
視
覚
障
害
者
用
録
音
物
配
布
事
業

　
　

・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
支
援

　
　

・
親
子
ふ
れ
あ
い
事
業

　

○
母
子
・
父
子
福
祉
事
業

　
　

・
ひ
と
り
親
家
庭
事
業　

　
　
　

⑴
新
入
学
祝
品
贈
呈

　

○
子
育
て
支
援
事
業　

　
　

・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業　

　
　

・
養
育
支
援
訪
問
事
業

　

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進　

　
　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
強
化

　
　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
実
施

　
　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
育
成
・
援
助

　
　

・
福
祉
教
育
の
推
進

　

○
共
同
募
金
運
動

　

○
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

　

○
福
祉
関
係
団
体
の
支
援

　

○
法
律
相
談
事
業

　

○
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

資
金
貸
付
事
業

　

○
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

在
宅
生
活
支
援
事
業

　

○
福
祉
機
器
（
車
い
す
等
）
貸
出
事
業

　

○
福
祉
車
輌
貸
出
事
業

　

○
訪
問
歯
科
治
療
器
具
貸
出
事
業

　

○
在
宅
言
語
リ
ハ
ビ
リ
ア
ド
バ
イ
ス
事
業

　

○
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

広
報
啓
発
事
業

　

○
広
報
紙
「
あ
お
ぞ
ら
」
の
発
行

　

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
運
営

　

○
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
活
用

　

〇
な
め
が
た
エ
リ
ア
テ
レ
ビ
等
の
活
用

介
護
保
険
事
業

　

○
居
宅
介
護
支
援
事
業

　

○
訪
問
介
護
事
業

　

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

障
害
者
総
合
支
援
事
業

　

○
居
宅
介
護

　

○
重
度
訪
問
介
護

　

○
同
行
援
護

　

○
行
動
援
護

　

○
計
画
相
談
支
援

　

○
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

地
域
生
活
支
援
事
業

　

○
移
動
支
援
事
業

　

○
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
社
会
福
祉
関
連
事
業

　

○
デ
マ
ン
ド
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
　
（
乗
合
タ
ク
シ
ー
）
事
業

　

○
福
祉
バ
ス
の
管
理
運
営
事
業

当
事
者
団
体
支
援
事
業

　

○
行
方
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　

○
行
方
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

○
行
方
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

　

○
行
方
市
遺
族
会
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　社会福祉協議会（社協）の財源は、地域の皆様や企業からの会費及び寄附金、共
同募金配分金、行政等からの補助金・受託金、そして高齢者や障害者の方への福祉
サービス事業等により編成されております。これらを原資として「誰もがみんな　
ふれ合い　支え合い　助け合うまち　なめがた」を目指して様々な地域福祉活動を
展開していきます。

（単位：千円）
会 費 8,860 
寄 附 金 1,041 
補 助 金 58,298 
受 託 金 67,479 
事 業 収 入 8,772 
共 同 募 金 配 分 金 2,741 
介 護 保 険 事 業 82,997 
就 労 支 援 事 業 1,418 
障害福祉サービス等事業 47,524 
雑 収 入 等 13 
拠 点 区 分 間 繰 入 金 20,410 
サービス区分間繰入金 3,623 
繰 越 金 13,604 
合 計 316,780 

（単位：千円）
法 人 運 営 事 業 89,221 
地域福祉活動推進事業 1,006 
給 食 サ ー ビ ス 事 業 4,764 
共同募金配分金事業 2,889 
善 意 銀 行 事 業 1,042 
居 宅 介 護 支 援 事 業 28,363 
居 宅 介 護 等 事 業 64,249 
障害福祉サービス居宅介護事業 16,836 
障害者相談・移動支援事業 4,744 
ドリームハウス管理運営事業 32,171 
受 託 事 業 71,495 
合 計 316,780 

令和４年度　社会福祉法人　行方市社会福祉協議会予算

収 入

支 出

会費　2.80%

寄付金
0.33%

補助金
18.40%

受託金
21.30%

事業収入
2.77%

共同募金配分金
0.87%

介護保険
事業収入
26.20%

就労支援事業
0.45%

障害福祉
サービス等
事業
15.00%

拠点区分間繰入金
6.44%

サービス区分間繰入金
1.14% 繰越金　4.29%

雑収入等

法人運営事業
28.16%

地域福祉活動推進
事業　0.32%

給食サービス
事業　1.50%

共同募金配分金
事業　0.91%

居宅介護
支援事業
8.95%

障害福祉サービス
居宅介護事業
5.31%

受託事業
22.57%

障害者相談・
移動支援事業
1.50%

ドリームハウス
管理運営事業
10.16%

居宅介護等事業
20.28%

善意銀行
事業　
0.33%

予算総額　316,780,000円
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社協事業案内⑩～障害者総合支援事業～

こんなサービスあったんだ！

地域社会における共生の実現に向けて、障
がい福祉サービスの充実や、障がいのある
人の日常生活や社会生活を総合的に支援し
ていくためつくられた法律です。

障害者総合支援法の対象者
身体障がい者　　　精神障がい者
知的障がい者　　　障がい児

●居宅介護・・自宅で入浴、排せつ、食事などの手助け、部屋
の掃除、洗濯などを行います。

●重度訪問介護・・重い障がいがあり、自宅で入浴、排せつ、
食事の手助けなどを行います。

●同行援護・・視覚障がいで、ひとり
での移動が難しい人の
たに外出時同行して移
動の支援をします。

●行動援護・・知的障がい・精神障が
いでひとりでの行動が難しいに必要な行動の
手助けや、外出時に移動の支援をします。

●就労継続支援Ｂ型・・一般企業などで働くことが難しい人
に支援を受けながら働く場所を提供
し、必要となる知識や能力を向上さ
せるための訓練をします。

障害者総合支援法とは

訪問系サービス

訓練系・就労系サービス

自宅での暮らしや外出を支援するために

自立や就労を支援するために

障がい福祉サービスを利用するためには市町村への申請が必要となります。
まずは市役所窓口へご相談ください。
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①７月２６日（火）　②７月２９日（金）
③８月　４日（木）　④８月　５日（金）
⑤８月　９日（火）　⑥８月１２日（金）
⑦８月１６日（火）　⑧８月２５日（木）
⑨８月２６日（金）　⑩８月３０日（火）
午前９時から午後４時まで

日　　時

１泊２日の協同生活を楽しみましょう。レクリ
エーションや花火、野外炊飯でのピザ作り
保護者の方向けに講演会も予定しております。

内　　容

8 月 2 日（火）午後  2 時 15 分　集合
8 月 3 日（水）午前 11 時 30 分　解散

日　　時

市内在住の特別支援学校及び特別支援学級に通う児童・生徒
市内在住の障がい児（者）

対 象 者

レイクエコー 茨城県鹿行生涯学習センター
　〒 311-3824　行方市宇崎 1389
　☎︎ 0299-73-3877
茨城県立白浜少年自然の家
　〒 311-3823　行方市白浜 1466
　☎︎ 0299-73-2345

開催場所

行方市地域包括支援センター（旧行方市玉造保健センター）
　〒 311-3512　茨城県行方市玉造甲 478-1

場　　所

市内在住の特別支援学校に通う児童、生徒
市内の特別支援学級を利用する児童、生徒

対 象 者

１日につき１０名定員　※最小催行人数は 1 日につき 3 名、申し込みは先
着順にて受付させていただきます。

定　　員

１日につき１，０００円参 加 費

６月１7 日（金）までに下記、問い合わせ先まで参加希望の旨をご連絡ください。申込方法

大人：2,000 円　中学生以下：1,000 円参 加 費

6 月 17 日（金）までに下記、問合せ先まで参加希望の旨をご連絡ください。申込方法

※新型コロナウイルス感染拡大予防の観点から、日程変更もしくは中止となる場合があります。

＊のびのびサポートのご案内＊

＊ビックリ・発見・夏キャンプ＊
参加者募集!!

夏休みの思い出に・・

令和元年度の様子

令和元年時　プールの様子

参加者
募集

長期休みによる対象者のストレス軽減と保護者の育児の軽減を目的に、
支援スタッフと一緒に日替わり活動や自由遊び等を行います。

内　　容

「シニア向けはじめてのスマホ講座」

この紙面についてのお問合せは　０２９９（３６）２０２０　地域福祉係まで

6 組　※申込は先着順にて受付させていただきます。定　　員



社協だより

7

6 月 6 日（月） 9 月 5 日（月） 12 月 5 日（月）
7 月 4 日（月） 10 月 3 日（月） R5　2 月 6 日（月）
8 月 1 日（月） 11 月 7 日（月） R5　3 月 6 日（月）

開 催 日

天王崎観光交流センター「コテラス」　2 階多目的開催場所

午後 1 時 30 分～午後 3 時開催時間

行方市地域包括支援センター　☎ 0299-55-0114申込・お問合せ先

介護の悩みなど
みんなでお話しませんか？

「シニア向けはじめてのスマホ講座」
開催しました

　ご家庭で介護をされている方や介護の経験がある方が集
まり、自由に話していただく「介護者のつどい」を開催し
ています。日頃一人で抱えている介護のストレスなどをみ
んなで話し合い、悩みを共有し、情報交換することで少し
でも気持ちが軽くなればという思いで行っております。
　介護に悩んでいる方、興味がある方、ぜひ参加してみて
ください。

　スマートフォンの基本的な使い方を学ぶ場や同世代同士の交流の場づくりを目的に
高齢者を対象として令和 4 年 2 月 23 日から 2 月 25 日の 3 日間、行方市地域包括支
援センターにて行いました。このたび 12 名の方に参加をいただき、講師の解説を聞
きながらメールやカメラ、音声入力、インターネットでの検索方法などを体験し、お
かげさまで好評に終えることができました。
　本年度につきましても「シニア向けはじめてのスマホ講座」の開催を予定しており
ますので、どうぞお楽しみに！

介 護 者 の つ ど い

皆さん真剣に取組んで
いました



社協だより

皆様からの寄付金・預託金（順不同・敬称略）

　令和4年2月1日から令和4年4月30日までに善意
をおよせいただいた方々をご紹介いたします。皆様
からの善意は行方市のさまざまな福祉活動に使わせ
ていただいております。
　皆様からの温かいご寄付に心より感謝申し上げます。

　ついこの間新年を迎えたと思っていましたが、
はや 6 月、年の半ばに至りました。この間、コ
ロナ騒動に終始した感がありますが、そうした中
にあっても月日は確実に進み、間もなく梅雨の季
節を迎えようとしています。ひと月半にわたる長
雨は、うっとうしく、憂鬱な気持ちにさせますが、
一方で適度な梅雨は、梅雨の由来と言われる梅の
実を熟させるなど、植物や農作物にとっては生命
を育む天の恵みのようである。また梅雨時の代表
花に「アジサイ」がありますが、この花木は日本
原産の「ガクアジサイ」に起源し、西洋での品種
改良を経て今日の多彩な形、色を育んでいるとの
ことです。長雨で憂鬱な時は、数多い「アジサイ
の名所」で雨に濡れて咲く花をめでるのはいかが
でしょうか。� 熊谷　一男

編
集
後
記

寄付金
預　託　者　名 金額（円） 指定先

栁川富裕 20,000 無指定
久保田喜裕 50,000 無指定
水府流吟道吾風会 30,000 無指定
羽生成一郎 20,000 無指定
行方市シルバー人材センター 30,000 無指定
上山老人クラブ 10,000 無指定
匿　　名 100,000 無指定
匿　　名 2,400 無指定

委 員 長　 熊谷　一男
副委員長　 理崎　道子
委　　員　 金井　裕子
　　　　　 菅谷　京子
　　　　　 磯山　正子

委　　員　 代々城千尋
　　　　　 髙栁　利子
　　　　　 大原　　孝
　　　　　 横田　照実
　　　　　 土子　秀明

広 報 委 員

物品寄付
預　託　者　名 預託品 指定先
水戸ヤクルト販売㈱ 災害用ガス窯 給食サービス事業へ
河野勝行 乗合タクシーチケット 無指定
加藤綾子 尿取りパット 訪問介護事業所へ
匿名 米30kg 給食サービス事業へ
匿名 軽自動車1台 無指定

　視覚障害など目の不自由な方へ朗読ボランティアの方が朗読した「社
協広報紙　あおぞら」や「市報　なめがた」をお届けしています。
　希望される方は行方市社会福祉協議会へお申込みください。

　地域の人々が住み
慣れたまちで安心し
て生活することので
きる「福祉のまちづ
くり」の実現をめざ
した様々な活動を行っています。
　皆さまから寄せられた会費は地域福祉事
業を行ううえで大切な自主財源となってい
ます。ぜひご協力をお願いいたします。

会員募集期間
6 月 1 日～ 6 月 30 日

一般会員：一口　　1,000 円
　　　　　各世帯へお願いしています。
賛助会員：一口　　3,000 円

社会福祉協議会の活動にご賛同いただける
方のご協力をお願いします。

社協会員加入のお願い

水戸ヤクルト販売（株）

水府流吟道吾風会

行方市シルバー人材センター


